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新入生９１名を迎え、全校生徒３１２名で       【Ｒ３年度 生徒数】 

令和３年度相森中学校がスタートしました！  

新たな出発をお祝いしてくれてるかのように桜をはじめ、

多くの花が咲き誇る中、６日に令和３年度の入学式と１学期

始業式を行うことができました。好天にも恵まれ、清々しい

スタートとなりました。  

入学式の新入生代表挨拶では、滝沢凰介さんが「中学校は

３年間と短いので、１日１日を大切に過ごしたい。勉強も頑張るけど、部活動がとても楽し

み。きついかもしれないけど続けたい。また、中学生になったので、自分の行動に責任を持

って成長していきたい。困ることがあるかもしれないけど、前向きに考え、新しい仲間と助

け合いながら楽しい学校生活を送りたい。」と抱負を発表してくれました。  

始業式では、校長先生より「Do you have a dream？」の問いかけが。３学期の終業式でも同

じ質問をします。その時は全員の手が挙がる。そんな１年間にしてほしいという挨拶があり

ました。本年度も「優しさと輝きのある中学生」の実現に向けて、生徒を中心にすえた教育

活動を展開してまいります。保護者・地域の皆さんにも引き続きご理解とご支援をいただき

ますようよろしくお願いいたします。  

 

新たに９名の先生方をお迎えしました  

【新任職員の紹介】※（ ）は前任校         

   ○ 内山
うちやま

 良 一
りょういち

（長野県長野養護学校）…フレンズ２担任・社会科  

○ 市村
いちむら

 雅之
まさゆき

（小布施町立小布施中学校）…３年３組担任・英語科  

  ○ 田中
た な か

 利
とし

明
あき

（松本市立筑摩野中学校）…１年２組担任・理科  

○ 山岸
やまぎし

 亜矢
あ や

（軽井沢町立軽井沢中学校）…フレンズ１担任・家庭科  

  ○ 田尻
た じ り

 朱里
あ か り

（松本市立丸ノ内中学校）…ハーモニー担任・美術科  

 ○ 齋藤
さいとう

 広大
みつひろ

（高山村立高山中学校）…１年副担任・保健体育科    

○ 内川
うちかわ

 恵子
け い こ

（新規採用）…教員補助員  

○ 高橋
たかはし

 優子
ゆ う こ

（小布施町立小布施中学校）…スクールカウンセラー  

○ デイビッド・ウィリアムソン（新規採用）…ＡＬＴ  

 男子 女子 合計 

１年 ４７ ４４ ９１ 

２年 ５２ ６１ １１３ 

３年 ５１ ５７ １０８ 

合計 １５０ １７２ ３１２ 

校訓 「壮心不己」  学校教育目標 「優しさと輝きのある中学生」 



  

 

１ 引き続き、新型コロナウイルス感染予防にご協力を 

  本年度も新型コロナウイルス感染防止に細心の対応を続けてまいります。ご家庭におかれまして

もお手数ですが、毎日の健康チェックを欠かさずに行っていただき、カードへの記入もお子さんに

声がけをお願いします。マスクの着用、手洗い・うがい、換気等を日常の習慣としてみんなの「命」

を守るためにご協力をお願いします。 

 

２ １人１台タブレットの導入 

  文科省で進めている「ＧＩＧＡスクール構想」というものがございます。須坂市も独自に「須

坂市におけるＧＩＧＡスクール構想」を構築し、その推進の１つとして、生徒一人に１台のタブ

レット端末を貸与することとなりました。始業式のあとに校長室にてタブレットの貸与式が行わ

れ、須坂市教育委員会より生徒代表(生徒会副会長)の冨澤海美さんに端末が渡されました。中学

校では本年度から新しい学習指導要領にそって教育活動を進めます。学習におけるキーワードは

３つ。「個別最適化された学び」・「協働的な学び」・「探究的な学び」です。これらの学びに

タブレットを効果的に活用していきます。 

 また、新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、臨時休校や出席停

止などの措置も考えられます。その際も学びを継続させるため、家庭での学

習支援に活用することにもなります。あわせて様々な理由で学校での授業が

受けられない生徒に対しても、タブレットを使ったリモートでの学習支援に

活用を考えています。詳しくは、ＰＴＡ総会など学校にお集まりの際や紙面

によりお伝えしてまいります。 

 

３ 本年度の重点目標 

  各学校には、１年間の教育活動を１つの図にまとめた「グランドデザイン」というものがござ 

います。その中に本年度の重点目標というものがあり本校では本年度、「ひと」・「もの」・「こ 

ころ」をつなげよう としました。 

  社会の在り方が劇的にかわる「Society5.0 時代」や、新型コロナウイルスの感染拡大など 

の先行き不透明な「予測困難な時代」がやってきています。様々 

な人たちと一緒に考え、一緒に活動しながら新たな答えを見つけ 

出し、社会的変化を乗り越えて持続可能な社会の創り手になって 

欲しいとの願いを込めました。 

  目標に少しでも近づけられるように、学校全体で取り組んでまい

ります。 

 

４ ホームページや連絡手段(オクレンジャー)の活用 

  昨年度は特に、新型コロナウイルスに対する対応について、オクレンジャーやホームページを 

積極的に活用させていただきました。本年度もその利用頻度は高まると予想されます。学校とし 

ましても、ホームページの更新をこまめに行う予定です。ご家庭でもオクレンジャーの登録をお 

願いいたします。 

スタートにあたって、生徒・保護者の皆さんに承知していただきたいこと 



  

 


